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ゼロカーボンビジョンの実現
	 環境GX推進支援委託料	 800万円
	 ゼロエネ住宅支援補助金	 150万円　など

【主な審査内容】
　　�ＧＸコンサルティングの役割と周知は。
　　�ロードマップ作成によって具体的なものが出てくる。ビジョ

ンも具体的になるので、その段階で媒体を使って周知し行
動に移せるようにする。

A

67億6百万円は、ここ   20年では最高額
令和６年度予算を審議しました

予算特別委員会に付託され
た案件は予算議案５件で、５日間
にわたり審査しました。ここでは、特
にお知らせしたい目玉事業のみ掲載
し、その他の審議内容は、予算特別委
員長報告としてＨＰに公開します
ので、ぜひご覧ください。

令和6年度予算

一般会計　67億600万円
（前年度予算比 +10.73%）

特別会計　12億1,563万円
（前年度予算比 +6.50%）

ざっくりさん 予算委員長報告

　予算規模67億6百万円は、近隣町村と比べ大変大きな予算規模となっています。行政は、重点的取り組
み分野として６点を掲げるも、財政状況は厳しく、昨年末発生した黒豆沢土砂災害の復旧に加え、庁内ＤＸ
化の加速など特殊事情と、実質公債費比率の18％超えを未然に防ぐための村債繰上げ償還のため、財政
調整基金４千５百万円、減債基金１億６千２百万円をそれぞれ取り崩す。また、ふるさと白馬村を応援する
基金からの繰入金は4億３千８百万円と、大きく依存するものとなっていることは懸念されます。

解 説
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67億6百万円は、ここ   20年では最高額
令和６年度予算を審議しました

1
令和6年度	
予算特別委員会

デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）
	 ふるさと納税特設サイト構築委託料	 400万円
	 書かない窓口システム構築	 2,804万円
	 LINEを活用したオンライン役場	 167万円	　など

【主な審査内容】
　　ＤＸスマートビレッジ推進計画の村民向け周知は。
　　�先ずは庁内のＤＸ化を推進する。計画が進んだ段階で、

事業者・村民向けのＤＸを進めていく。
　　�ＤＸ化の書かない窓口等は、１年かけてのシステム構築か。

次の冬の外国人転入騒ぎは解消されるのか。
　　�開始時期は別々だが、全て令和6年度中に開始する。窓口

対応は間に合うようにしたい。

A

A

子育て支援・少子化対策
	 子ども第3の居場所事業	 1,440万円
	 はくばっ子応援交付金事業	 214万円
	 スクールバス運行事業	 2,874万円	　など

【主な審査内容】
　　第3の居場所の開園予定と希望人数の把握は。
　　�夏ごろ開園予定。想定はしているが、明確な人数把握がないのは、突然居場所が必要になる児童生徒

の受け皿となるのがこの施設。
　　�スクールバスは通年運行するとのことだが、今回の実証の中身は。通年運行にする場合も中学生を

乗せるか。
　　�AIデマンドとの関係で、タクシー乗車のやり取りをAIアプリで出来るかの検証を行う。バスを出す範

囲や中学生を乗せることはこれまでどおり。

A

A

※DXとは…デジタル技術を活用して、役場の業務の効率化や合理化と村民への利便性向上を図ること。
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農地保全と地産
	 犬川電動ゲート小水力発電設置建設工事	 1億420万円
	 ほ場整備事業	 932万円	　など

【主な審査内容】
　　�地籍調査に基づいた課税反映の今後の考え方は。課税に向けて説明をしていかなければならない

のでは。
　　�令和９年度評価替えで反映すると庁内での考え方は統一している。年次計画を定めたばかりなので

タイミングを見て説明したい。
　　�目標地図作成の地域計画は、白馬村の今後の農業を考えていくうえで重要と考えるが方向性は。
　　�この計画は令和６年度の農政課の大きな柱の一つで、昨年度から農業委員会とも話し合いをしており、

農業振興地域の見直しも行う。

A

A

支え合う福祉と健康
	 デマンドタクシー運行事業	 4,975万円
	 ふれあいセンター冷房設備の導入	 2,038万円

【主な審査内容】
　　�ＡＩデマンドタクシー（ふれＡＩ号）は、観光交通と生活

交通の混乗が心配。村民と観光客の金額が一緒なのは
なぜか。

　　�混乗は冬の昼間を心配しているが、公共交通として始め
た以上は対応しなければならない。運賃区分は法律上
できないが、村民には定期券や回数券を考える。今後の
ことは始めてみないとわからない。

　　�ふれＡＩ号が、家の前で乗降できる28人の決め方は。
　　�明確な基準はなく、いま現在運行している中で配慮が必

要な人を社協と包括でヒアリングして抽出した。
　　�その28人については、福祉有償運送やライドシェアなど

工夫したほうがいいと思う。

　　�コロナワクチンは今後どのくらいお金がかかって、どのような仕組みで補助されるか。罹患した場合
はどのようにするか。

　　�価格は国からは明言されていないが、インフルエンザを例に試算の金額が示され、今回の予算はそ
れに基づき65歳以上の接種で計算している。医療費補助の予算計上はない。

　　帯状疱疹に罹ってしまうと高額な治療費が掛かる。年配者の罹患が多いので助成を。

A

A

意見

A

意見
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												世界水準を意識した観光
	 八方池山荘建替え官民連携アドバイザリー業務委託料	 2,420万円
	 観光地経営会議等運営委託料	 295万円
	 デジタル田園都市国家構想交付金事業（略称：デジ田）	 5,000万円

【主な審査内容】
　　�八方池山荘建替え計画は、令和11年オープンだと遅すぎる。図書館複合施設は長くかけ過ぎてと

ん挫した。スピード感をもってやったほうがいいのでは。
　　�公共施設管理計画に沿って取組んでいる。準備期間が長いのは、参画する事業者の意欲や自ら出

来る範囲をみつけて、それに基づいた選定の仕様書を作っていこうと考えている。
　　�９社が意欲を示しているのであれば、設計もオーバーラップさせ競合させて提案させればよい。ゼロ

カーボンの象徴的なものにしていくなら、ＧＸ統括監の協力を得ながら進めてほしい。

　　�デジ田は、村内の事業者にいかに参画してもらえるかが大事。これまでの観光局事業には参画者が
少なかった。観光局の会員が少ないのが根本問題では。

　　�デジタルリフト券の取扱いや電子感謝券を、会員でなければ使えないという形をとっていこうと考え
ている。

　　�観光局の事業計画にはＫＰＩを設定させてほしい。ＫＰＩの一つが会員数だと思う。

A

意見

A

意見

2
令和6年度	
予算特別委員会

行政が示す「デジ田」交付金を活用して進めるデジタル化計画模式図

5 白馬議会だより　148号　令和6年4月30日



6白馬議会だより　148号　令和6年4月30日

黒豆沢土砂災害被災者に
対する村税減免条例制定

議
案
第
４
号

白
馬
村
黒
豆
沢
土
砂
災
害
に
よ

る
被
害
者
に
対
す
る
村
税
の
減

免
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

Q　

�

村
が
対
象
者
を
把
握
し
て
い
て
対
象
と
す

る
の
か
、被
災
者
が
こ
の
条
例
を
見
て
申

請
す
る
の
か
。

A　

�

対
象
者
に
郵
送
で
案
内
を
出
し
、申
請
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
考
え
て
い
る
。

議
案
第
10
号

白
馬
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

Q　

�

改
正
後
に
全
体
と
し
て
は
引
き
下
げ
か
、

引
き
上
げ
か
。ま
た
応
益
割
を
少
な
く
す

る
の
か
、応
能
割
を
少
な
く
す
る
の
か
。

議
案
第
14
号

白
馬
村
放
課
後
子
ど
も
教
室
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

Q　

�

児
童
ク
ラ
ブ
と
子
ど
も
教
室
の
部
屋
は
分

か
れ
る
の
か
。

A　

�

実
施
曜
日
等
は
募
集
し
て
計
画
し
て
い
く

が
、同
じ
曜
日
の
場
合
は
同
じ
場
所
で
開

設
す
る
。

議
案
第
19
号

令
和
５
年
度
白
馬
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
８
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
1
︐5
9
4
万

１
千
円
を
減
額
し
、歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
70
億
1
︐1
7
6
万
７
千
円
と

す
る
も
の
。

議案の概要

主
な
議
案
の
審
査
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

か ら審 議 総務社会委員会

インバウンド客増加！
「観光防災マニュアル」多言語化へ

令
和
５
年
12
月
16
日
に
発
生
し
た
黒
豆

沢
土
砂
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
方
で
、村

税
の
納
税
義
務
が
あ
る
方
に
対
し
、令
和

６
年
度
に
課
す
る
村
税
の
軽
減
、免
除
を

す
る
た
め
の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

議案の概要

白
馬
南
小
学
校
に
お
い
て
放
課
後
等
子

ど
も
教
室
を
開
設
す
る
こ
と
に
伴
い
、放

課
後
子
ど
も
教
室
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
。

議案の概要

長
野
県
が
示
す「
国
民
健
康
保
険
運
営
の

中
期
的
改
革
方
針
」に
基
づ
き
、令
和
９
年

度
ま
で
に
、二
次
医
療
圏
内
の
各
市
町
村

が
応
益
割
保
険
料
を
標
準
保
険
料
に
近
づ

け
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、国
民

健
康
保
険
税
率
の
改
正
を
行
う
も
の
。

議案の概要

議案第10号　
白馬村国民健康保険税条例の一
部を改正する条例についての反
対討論
反対討論

加藤　亮輔
保険料率の都道府県単位統一化を目指し、先ずは令和
９年までに大北圏域を統一する条例。白馬村は大北圏
域内で低い料率。村の国保財政が赤字でないにも関わ
らず引き上げで、保険料が値上がりする。よって反対。

A　

�

昨
年
と
比
較
し
た
が
、変
わ
ら
な
い
ケ
ー

ス
が
非
常
に
多
か
っ
た
。
一
部
下
が
る
場

合
も
あ
っ
た
が
、税
率
の
引
き
上
げ
の
改

正
で
は
な
い
の
で
、小
幅
に
と
ど
ま
る
こ

と
に
な
る
。
わ
ず
か
だ
が
応
益
割
の
方
へ

増
え
て
い
く
。
標
準
税
率
が
出
て
き
た
ら

再
検
討
す
る
。

【
総
務
課
関
係
】

　
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
2
︐2
7
9
万
７
千
円

の
減
額
は
、収
入
見
込
額
を
９
千
万
円
減
額
し
、

年
間
の
寄
付
の
収
入
見
込
額
を
５
億
５
千
万

円
に
す
る
こ
と
に
伴
う
関
連
諸
経
費
を
、今
年

度
の
実
績
に
伴
い
減
額
す
る
も
の
。

Q　

�

ふ
る
さ
と
納
税
の
金
額
は
。そ
れ
に
伴
う

委
託
事
業
を
し
た「
し
く
み（
株
）」へ
の
支

払
金
額
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

A　

�

２
月
末
時
点
で
の
寄
付
額
は
１
万　

２
︐0
4
1
件
で
５
億
４
︐4
0
0
万

円
余
。３
月
分
は
確
定
し
て
い
な
い
が
、

最
終
見
込
み
は
５
億
５
千
万
円
。
10
％

分
は
４
︐6
9
6
万
５
千
円
。
返
礼
品

分
は
１
億
４
︐4
9
9
万
４
千
円
。
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議
案
第
19
号

令
和
５
年
度
白
馬
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
８
号
）

　

概
要
は
６
ペ
ー
ジ
議
案
第
19
号
と
同
じ�

【
農
政
課
関
係
】

　

土
地
改
良
区
負
担
金
1
0
0
万
円
の
増
額
は
、

昨
年
12
月
の
豪
雨
に
よ
る
平
川
頭
首
工
土
砂
撤

去
に
要
す
る
、白
馬
村
土
地
改
良
区
へ
の
負
担
金

を
交
付
す
る
も
の
。圃
場
整
備
事
業
3
8
5
万
円

の
増
額
は
、事
業
費
確
定
に
よ
る
も
の
。

Q　

�

圃
場
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
は
。ま
た
高

収
益
作
物
は
検
討
し
て
い
る
か
。

A　

�

北
城
南
部
地
区
は
現
在
3
工
区
、4
工
区

を
行
っ
て
い
る
。3
工
区
は
基
盤
が
終
わ
っ

て
い
な
い
の
で
春
か
ら
の
作
付
け
は
全
面

出
来
な
い
。4
工
区
は
水
路
工
事
が
終
わ
っ

て
い
な
い
こ
と
と
、土
不
足
が
影
響
し
一

部
作
付
け
が
出
来
な
い
状
況
で
地
権
者
に

は
了
承
済
み
。

	
�　

北
城
北
部
地
区
は
令
和
7
年
度
の
事
業

採
択
の
予
定
で
進
め
て
い
た
が
合
意
形
成

の
関
係
で
延
び
て
い
る
。
現
在
地
権
者
か

ら
仮
同
意
を
取
り
圃
場
の
希
望
エ
リ
ア
が

決
ま
っ
て
き
て
い
る
の
で
令
和
8
年
度
の

事
業
採
択
に
向
け
て
進
め
て
い
る
。

	
�　

高
収
益
作
物
は
、白
ネ
ギ
の
作
付
け
を

行
っ
た
と
こ
ろ
成
功
し
た
と
い
う
事
例
が

あ
り
、今
後
も
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
観
光
課
関
係
】

　

観
光
商
工
費
国
庫
補
助
金
の
減
額
は
、八
方
池

山
荘
の
先
導
的
官
民
連
携
支
援
業
務
の
2
次
申

請
で
の
採
択
に
よ
る
7
3
1
万
1
千
円
の
減
額
。

観
光
宣
伝
振
興
費
22
万
9
千
円
の
増
額
は
、21
観

光
戦
略
事
業
の
翻
訳
業
務
委
託
料
で
観
光
地
観

光
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
翻
訳
業
務
委
託
に
よ
る

も
の
。

Q　

�

翻
訳
さ
れ
た
観
光
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配

布
方
法
や
多
言
語
化
の
対
応
は
。

A　

�

外
国
人
の
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
、観
光
事

業
者
に
配
布
す
る
。
多
言
語
化
は
今
後
検

討
す
る
。

Q　

�

八
方
池
山
荘
の
官
民
連
携
事
業
に
つ
い
て
、

補
助
が
減
額
に
な
り
足
り
な
い
部
分
を
一

般
財
源
で
出
し
て
い
る
。
補
助
金
を
も
ら

わ
な
い
と
で
き
な
い
事
業
だ
と
思
う
が
、

今
回
は
デ
ジ
田
※
の
２
次
で
通
っ
た
が
、今

後
も
削
ら
れ
る
可
能
性
は
あ
る
か
。

A　

�

今
回
は
か
な
り
応
募
が
多
く
、道
の
駅
の

整
備
な
ど
に
１
次
審
査
で
採
択
さ
れ
る
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
。
来
年
度
以
降
に
関
し
て

は
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
る
状
況
な
の

で
、こ
れ
以
上
一
般
財
源
が
増
え
る
可
能

性
は
一
応
な
い
。
逆
に
予
算
計
上
し
て
い

る
が
、補
助
金
と
し
て
取
っ
て
い
け
る
よ

う
に
努
力
す
る
。

【
上
下
水
道
課
関
係
】

　

環
境
衛
生
費
2
2
6
万
9
千
円
減
額
は
、
環

境
衛
生
事
業
の
工
事
請
負
費
1
1
0
万
円
の

増
額
と
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
事
業
補
助
金

3
3
6
万
9
千
円
減
額
に
よ
る
も
の
。

Q　

�

村
内
で
大
型
の
計
画
が
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
は
、上
下
水
道
が
通
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
。

A　

�

浄
化
槽
を
整
備
す
る
よ
う
な
計
画
は
な
い
。

ど
の
計
画
も
下
水
道
へ
の
排
出
を
予
定
し

て
い
る
。

か ら審 議 産業経済委員会

インバウンド客増加！
「観光防災マニュアル」多言語化へ

↓
審
査
結
果
の
一
覧
は
、８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
H
P
に
掲
載
の
各
委
員
長
報
告

を
お
読
み
下
さ
い
。

※�

各
委
員
長
報
告
は
、正
式
に
公
開
さ
れ
る

「
会
議
録
」と
違
い
、審
議
内
容（
発
言
）を

要
約
し
纏
め
て
本
会
議
場
で
発
表
す
る
原

稿
と
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
す
。

工事が進む北城南部のほ場整備。表土の不足が懸念されている。

デジ田…デジタル田園都市国家構想交付金事業
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3月定例会　議決結果
◯…可決　×…否決

番号 件　　名 総務社会
委員会

産業経済
委員会

予算特別
委員会 議決結果

発委第１号 白馬村政治倫理条例の一部を改正する条例について

委員会付託なし

初日可決
発委第２号 白馬村議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について 初日可決
議案第１号 工事の施行に関する変更協定の締結について 初日可決

議案第２号 白馬村農業集落排水事業に地方公営企業法の規定の全部を適用するこ
とに伴う関係条例の整備に関する条例について 初日可決

議案第３号 令和５年度白馬村一般会計補正予算（第７号） 初日可決

議案第４号 白馬村黒豆沢土砂災害による被災者に対する村税の減免の特例に関す
る条例の制定について ◯ ― ― 可決

議案第５号 白馬村犯罪被害者等支援条例の制定について ◯ ― ― 可決
議案第６号 白馬村文化財保護条例の制定について ◯ ― ― 可決

議案第７号 パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例について ◯ ― ― 可決

議案第８号 フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例について ◯ ― ― 可決

議案第９号 ふるさと白馬村を応援する条例の一部を改正する条例について ◯ ― ― 可決

議案第 10 号 白馬村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について ◯ ― ― 可決 
（反対：加藤（亮））

議案第 11 号 白馬村保育料条例の一部を改正する条例について ◯ ― ― 可決

議案第 12 号 白馬村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例について ◯ ― ― 可決

議案第 13 号 白馬村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例について ◯ ― ― 可決

議案第 14 号 白馬村放課後子ども教室設置条例の一部を改正する条例について ◯ ― ― 可決

議案第 15 号 白馬村太陽光発電施設の設置管理等に関する条例の一部を改正する条
例について ― ◯ ― 可決

議案第 16 号 白馬村使用料条例の一部を改正する条例について ◯ ― ― 可決
議案第 17 号 白馬村ウイング２１条例の一部を改正する条例について ◯ ― ― 可決
議案第 18 号 白馬村体育施設条例の一部を改正する条例について ◯ ― ― 可決
議案第 19 号 令和５年度白馬村一般会計補正予算（第８号） ◯ ◯ ― 可決
議案第 20 号 令和５年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第３号） ◯ ― ― 可決
議案第 21 号 令和５年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ◯ ― ― 可決
議案第 22 号 令和５年度白馬村水道事業会計補正予算（第４号） ― ◯ ― 可決
議案第 23 号 令和５年度白馬村下水道事業会計補正予算（第４号） ― ◯ ― 可決
議案第 24 号 令和６年度白馬村一般会計予算 ― ― ◯ 可決

議案第 25 号 令和６年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計予算 ― ― ◯ 可決 
（反対：加藤（亮））

議案第 26 号 令和６年度白馬村後期高齢者医療特別会計予算 ― ― ◯ 可決

議案第 27 号 令和６年度白馬村水道事業会計予算 ― ― ◯ 可決

議案第 28 号 令和６年度白馬村下水道事業会計予算 ― ― ◯ 可決

3月定例会　請願・陳情　審査結果
番号 件　　名 総務社会

委員会
産業経済

委員会
予算特別

委員会 議決結果

陳情第 1 号 「刑事訴訟法（再審法）の改正を国に求める意見書」の提出を求める陳情 ◯ ― ― 可決

3月定例会　追加議案（3月21日上程）　議決結果
番号 件　　名 総務社会

委員会
産業経済

委員会
予算特別

委員会 議決結果

議案第 29 号 白馬村税条例の一部を改正する条例について

委員会付託なし

可決
議案第 30 号 令和５年度白馬村一般会計補佐予算（第９号） 可決
同意第１号 白馬村固定資産評価審査委員会委員の選任について 可決

発委第３号 白馬村議会の議員が長期欠席した場合における議員報酬等の特例に関
する条例の制定について 可決

発委第４号 刑事訴訟法（再審法）の改正を求める意見書 可決
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一般質問一般質問

村
 政を問う

安全で活力ある
　村づくりをめざして

育休退園の廃止の考えは
	 加藤　ソフィー	 …………………… 10
建替え対象の南小、北小の建設予算総額は	
	 太谷　修助	 ………………………… 11
本村の住宅耐震化率は
	 増井　春美	 ………………………… 12

フォトニュース

質問者一覧

　一般質問は、議員の日常活動
と調査・研究、住民の声や自身
の考え方をもとに、村長や教育
長などの方針を問うものです。
　白馬村は1問１答方式で、1人
60分の制限時間内であれば、質
問回数に制限はありません。
　議会だよりでは、紙面の都合上、
質問者が要約して掲載していま
す。
	　本会議はユーテレ白馬でご覧
いただけます。

白馬村黒豆沢土砂災害。堆積した土砂撤去や水路復旧等、一歩ずつ進む。

村には自治基本条例が必要。策定しては
	 津滝　俊幸	 ………………………… 13
ふれAI号の乗降場所、80ヶ所では少ない
	 加藤　亮輔	 ………………………… 14
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【
子
育
て
世
代
が
定
住
す
る

に
は
】

問
住
ま
い
の
確
保
は
大
き

な
課
題
。空
き
家
バ
ン
ク

は
い
つ
頃
の
創
設
か
。ま
た
、運

営
体
制
は
。

答
体
制
を
整
え
る
た
め
に

は
半
年
ほ
ど
か
か
る
見

込
み
。
詳
細
は
ま
だ
決
ま
っ
て

お
ら
ず
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

業
務
の
中
心
と
な
る
。

問
空
き
家
バ
ン
ク
が
実
の

あ
る
制
度
に
な
る
か
は

今
後
の
体
制
に
よ
っ
て
決
ま
っ

て
く
る
。
所
有
者
と
の
綿
密
な

や
り
取
り
な
ど
も
含
め
て
、入
れ

替
わ
り
の
激
し
い
地
域
お
こ
し

協
力
隊
が
そ
の
職
務
を
担
う
の

か
。答

協
力
隊
の
み
に
任
せ
る

も
の
で
は
な
く
、他
の
職

員
も
助
言
を
し
た
り
、地
域
に
出

向
い
た
り
す
る
。

問
人
員
体
制
に
関
し
て
、総

務
課
に
様
々
な
業
務
が

集
中
し
す
ぎ
な
の
で
は
。

答
業
務
が
集
中
し
す
ぎ
な

い
よ
う
な
組
織
体
制
を

構
築
す
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

問
待
機
児
童
は
減
少
し
た

と
の
こ
と
だ
が
、保
育
士

不
足
は
解
消
さ
れ
た
の
か
。

答
新
し
い
保
育
園
が
開
園

し
た
こ
と
に
よ
り
、待
機

児
童
は
昨
年
度
の
16
名
か
ら
２

名
と
大
幅
に
減
少
。
保
育
士
数

は
、施
設
と
し
て
の
最
低
基
準
は

満
た
し
て
い
る
が
、余
裕
が
な
い

の
が
現
状
。
特
に
延
長
保
育
に

つ
い
て
人
材
確
保
が
難
し
い
状

況
。
快
適
な
職
場
環
境
づ
く
り

が
課
題
。

問
具
体
的
な
職
場
環
境
改

善
策
は
。

答
そ
の
日
の
保
育
に
つ
い

て
振
り
返
る
な
ど
話
し

合
う
こ
と
の
で
き
る
時
間
の
余

裕
が
必
要
。
来
年
度
の
予
算
に

業
務
負
担
軽
減
の
た
め
の
物
品

購
入
費
を
計
上
し
た
。

問
育
休
退
園
と
い
う
制
度

で
退
園
を
迫
ら
れ
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
、辛
い
と
い
う
声
を
聞

く
。ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
か
。

答
母
親
が
下
の
子
の
育
休

に
入
っ
た
段
階
で
、未
満

児
の
児
童
は
退
園
を
し
、保
育
の

優
先
度
が
高
い
と
さ
れ
る
方
が

代
わ
り
に
入
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。
子
育
て
世
代
の
家
庭

状
況
か
ら
勘
案
す
る
と
、大
変
さ

も
理
解
し
て
い
る
。
今
後
少
し

ず
つ
改
善
し
、廃
止
に
向
け
て
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答

問 ロードマップは
いつ完成するのか
令和 5年度末には
公表する予定

【
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン

実
現
へ
向
け
て
】

問
G
X
※
統
括
監
の
任
期
と

業
務
内
容
は
。

答
令
和
５
年
12
月
に
着
任

し
、任
期
は

令
和
６
年
度
末
ま

で
。
自
治
体
の
G

Ｘ
脱
炭
素
事
業
に

関
す
る
検
討
支

援
、
脱
炭
素
事
業

を
通
じ
た
地
域
経

済
の
活
性
化
策
の

検
討
支
援
、
地
域

G
Ｘ
社
会
の
形
成

支
援
の
取
組
を
行

う
。問

総
務
課
の

令
和
５
年

度
運
営
方
針
に
お

い
て
、ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
達
成
に
向
け
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
と
あ
る

が
、進
捗
状
況
は
。

答
優
先
順
位
付
け
を
し
、情

報
収
集
や
整
理
を
し
た
。

３
月
末
に
は
策
定
し
た
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
公
表
す
る
予
定
。

問
来
年
度
の
取
り
組
み
方

針
は
。

答
重
点
分
野
の
一
つ
と
し

て
各
課
横
断
的
に
取
り

組
み
、名
古
屋
大
学
と
脱
炭
素
実

証
事
業
の
計
画
づ
く
り
を
し
て

お
り
、４
月
上
旬
に
は
連
携
協
定

を
締
結
予
定
。

答
前
向
き
に
検
討
し
た
い

問
育
休
退
園
の
廃
止
の
考

え
は

加藤	ソフィー

国の配置基準は、４〜５歳児はR6年度から76年ぶりに25名に
改訂されるが、先進諸国の中でも最低レベル

※GX（グリーントランスフォーメーション）…
　脱炭素社会に向けて再生可能なクリーンエネルギーに転換する取り組み
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【
小
中
学
校
再
編
、
統
合
の

考
え
は
】

問
10
年
後
の
小
中
学
生
の

児
童
生
徒
数
は
。

答
経
産
省
の
地
域
経
済
分

析
シ
ス
テ
ム
で
は
、令
和

17
年
の
人
口
推
計
で
南
小
81
人
、

北
小
2
0
3
人
。
令
和
5
年
度

と
比
較
す
る
と
、南
小
21
人
減
、

北
小
70
人
減
、両
校
合
計
91
人
減

の
2
8
4
人
。中
学
校
は
、72
人

減
の
1
5
7
名
。

問
多
文
化
共
生
社
会
が
進

む
中
で
、10
年
後
の
人
口

増
減
を
想
定
し
て
い
る
か
。

答
総
務
省
の「
国
勢
調
査
」

と
国
立
人
口
問
題
研
究

所
の「
日
本
の
地
域
別
将
来
推
計

人
口
」か
ら
推
計
を
し
て
お
り
、

外
国
籍
の
方
の
転
出
入
数
も
加

味
さ
れ
て
い
る
。白
馬
村
独
自
の

動
き
を
加
味
し
た
推
計
と
は
な
っ

て
い
な
い
の
で
、白
馬
村
が
他
自

治
体
と
比
べ
外
国
籍
の
方
の
増

加
が
多
い
こ
と
な
ど
を
考
え
る

と
、全
国
的
な
推
移
率
と
は
異

な
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
、想

定
で
き
て
い
な
い
。

問
小
中
一
貫
校
を
含
め
た

義
務
教
育
校
に
移
行
し

つ
つ
あ
る
自
治
体
が
出
て
い
る
。

こ
の
学
園
構
想
の
メ
リ
ッ
ト
、デ

メ
リ
ッ
ト
は
。

答
2
0
1
6
年
の
法
改
正

で
6-

3
制
度
に
縛
ら
れ

ず
に
柔
軟
に
学
年
制
を
変
更
で

き
、先
を
見
据
え
た
教
育
課
程
の

編
成
が
可
能
に
な
り
、大
北
地
区

で
は
美
麻
小
中
学
校
、八
坂
小
中

学
校
が
あ
る
。

　

メ
リ
ッ
ト
は
、9
年
間
の
一
貫

教
育
で
小
中
の
環
境
の
変
化
が

少
な
く「
中
1
ギ
ャ
ッ
プ
」が
な

い
為
不
登
校
や
い
じ
め
が
少
な

く
、異
学
年
交
流
が
ス
ム
ー
ズ
、

生
徒
の
情
報
が
共
有
し
易
く
、中

学
校
の
専
科
の
先
生
方
に
指
導

を
頂
く
こ
と
で
負
担
軽
減
が
図

ら
れ
る
利
点
が
あ
る
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、9
年
間
の
人

間
関
係
が
固
定
さ
れ
、新
た
な
人

間
関
係
づ
く
り
に
馴
染
め
な
く

な
る
例
が
み
ら
れ
る
。先
生
方
も

小
中
学
校
の
教
員
免
許
を
も
っ

て
両
方
の
指
導
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
為
、負
担
が
多
く
な
る
。

問
将
来
の
白
馬
村
維
持
の

た
め
に
、学
識
経
験
者
だ

け
で
な
く
広
く
村
民
と
対
話
し
、

都
市
部
と
遜
色
な
い
教
育
環
境

を
築
く
手
立
て
を
講
じ
る
考
え

は
。答

昨
年
9
月
に
公
表
さ
れ

た「
学
校
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
」の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
意

見
が
分
か
れ
、教
職
員
は
今
後
の

少
子
化
を
見
据
え
、少
人
数
教
育

で
き
め
細
か
な
指
導
を
あ
げ
た

の
に
対
し
、保
護
者
・
村
民
の
皆

さ
ん
は
小
規
模
校
で
あ
る
こ
と

を
さ
ら
に
強
み
と
し
て
、他
の
学

校
で
は
で
き
な
い
魅
力
的
な
独

自
の
教
育
課
程
を
望
む
意
見
が

多
か
っ
た
。幅
広
い
村
民
の
皆
さ

ん
か
ら
意
見
を
聞
い
て
、安
心
安

全
な
教
育
環
境
と
地
域
に
根
差

し
た
歴
史
文
化
の
素
材
を
生
か

し
た
教
材
を
作
成
し
て
い
き
た

い
。今
後
も
村
内
の
小
中
学
校
に

お
け
る
児
童
生
徒
数
の
減
少
や

学
校
施
設
の
老
朽
化
に
対
応
し

な
が
ら
、将
来
に
渡
っ
て
質
の
高

い
教
育
を
維
持
す
る
た
め
の
教

育
振
興
基
本
計
画
を
考
え
て
い

き
た
い
。

答 南北小学校の合算した
本体工事費で約27億円

問建替え対象の南小、
北小の建設予算総額は

太谷	修助

美麻小中学校は、鹿島槍〜白馬岳を一望できる高台にあり、小中一貫型の小規模義務教育校
で3月18日には11名の9年生が希望を胸に学び舎を後にした。
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【
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
を
想
定

し
た
震
災
対
策
】

問
県
は
住
宅
耐
震
化
の
補

助
金
の
拡
充
な
ど
積
極

的
な
姿
勢
だ
が
、村
は
。

答
木
造
住
宅
の
耐
震
化
は

喫
緊
の
課
題
。第
３
期
白

馬
村
耐
震
改
修
促
進
計
画
に
基

づ
き
、今
後
も
計
画
的
に
建
築
物

の
耐
震
化
を
促
進
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
一
般
避
難
所
の
受
け
入

れ
態
勢
の
見
直
し
は
。

答
一
般
避
難
所
は
、最
大
震

度
７
の
地
震
を
想
定
し
、

そ
こ
か
ら
想
定
さ
れ
る
避
難
者

を
全
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
可

能
な
計
画
に
な
っ
て
い
る
。
現

段
階
で
見
直
す
予
定
は
な
い
。　

問
指
定
避
難
所
に
必
要
な

空
間
は
、一
人
当
た
り
3.3

㎡
が
必
要
と
言
わ
れ
て
お
り
全

国
的
に
見
直
し
が
さ
れ
て
い
る
。

本
村
の
指
定
避
難
所
の
所
収
容

人
数
は
、一
人
当
た
り
1.7
㎡
位
で

雑
魚
寝
状
態
に
な
る
。
見
直
し

は
。答

県
の
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
策
定
指
針
で
は
、避

難
所
の
一
人
当
た
り
面
積
3
㎡

程
度
が
基
準
。
床
面
積
に
対
す

る
見
直
し
は
必
要
と
思
う
が
、県

が
見
直
せ
ば
村
も
全
体
を
見
直

す
こ
と
に
な
る
。

問
指
定
避
難
所
に
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ト
等
が
設
置
さ

れ
る
と
、さ
ら
に
収
容
人
数
が
制

限
さ
れ
る
。
震
災
時
に
は
追
加

の
指
定
避
難
所
が
必
要
と
思
う

が
検
討
は
。　

答
追
加
指
定
避
難
所
に
す
る

か
ど
う
か
は
、一
時
的
に

そ
こ
に
留
ま
っ
て
移
動
す
る
指

定
避
難
所
と
す
る
か
、運
用
上
で

指
定
避
難
所
と
す
る
の
か
は
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

問
福
祉
避
難
所
は
、市
町
村

が
事
前
に
施
設
を
指
定

す
る
の
か
、施
設
側
と
協
定
を
結

ぶ
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、開
設・

運
営
の
訓
練
を
し
て
い
る
か
。

答
現
状
の
な
か
で
訓
練
と

い
う
の
は
難
し
い
状
況

だ
が
、能
登
半
島
地
震
も
あ
っ
た

の
で
訓
練
は
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
広
域
的

な
も
の
に
つ
い
て
は
県
が
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
示
し
て
い
る
。

問
県
は
災
害
発
生
時
に

D
W
A
T（
災
害
派
遣
福

祉
チ
ー
ム
）を
設
置
し
て
、避
難

所
な
ど
で
要
配
慮
者
の
ケ
ア
に

あ
た
る
シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
い

る
と
思
う
が
、県
と
の
連
携
や
情

報
共
有
の
具
体
的
な
検
討
を
さ

れ
て
い
る
か
。

答
県
と
災
害
時
応
援
協
定

を
結
ん
で
い
る
。

問
村
が
保
有
し
て
い
る
防
災

用
資
機
材・備
蓄
品
は
。

答
非
常
用
食
糧
7
7
0
8

食
、水
２
ℓ　

8
2
4
本
、

5
0
0
㎖　

1
4
8
0
本
、毛
布

1
0
9
枚
、段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
試

供
品
２
台
、そ
の
他
に
エ
ア
ベ
ッ

ト
、折
り
畳
み
ベ
ッ
ド
等
を
保
有

し
て
い
る
。

　

備
蓄
は
、地
域
防
災
計
画
で
目

標
値
を
定
め
て
い
る
。
毛
布
は

令
和
８
年
ま
で
に
3
0
0
0
枚

だ
が
、全
然
足
り
て
い
な
く
、携

帯
用
ト
イ
レ
や
乳
児
用
の
粉
ミ

ル
ク
な
ど
も
用
意
で
き
て
な
い
。

問
自
主
防
災
組
織
連
合
会

を
設
置
す
る
考
え
は
。

答
防
災
組
織
の
連
絡
会
と

い
う
よ
う
な
方
法
も
あ

る
と
思
う
の
で
、調
査
を
し
な
が

ら
取
り
組
む
。

問
防
災
士
を
増
や
す
た
め

の
周
知
は
。

答
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
広
報
記
事

を
掲
載
し
、防
災
士
に
関
す
る
周

知
・
啓
発
を
進
め
て
き
た
。

　

今
後
と
も
広
報
誌
な
ど
を
通

じ
た
周
知
・
啓
発
を
継
続
し
て
進

め
る
と
と
も
に
、村
民
が
養
成
講

座
等
を
受
講
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。

能登半島地震、避難所支援（日本防災士会長野県支部）の皆さん。
会員が交代・引継ぎしながら継続して珠洲市の避難所に

入っている。

答
令
和
６
年
１
月
１
日
現
在
、

8
3
．2
％

問
本
村
の
住
宅
耐
震
化
率
は

増井	春美
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【
多
文
化
共
生
社
会
推
進
状

況
と
そ
れ
に
伴
う
村
政
運

営
】問

条
例
が
制
定
さ
れ
3
年

が
経
過
。基
本
理
念
や
責

務
な
ど
実
施
状
況
の
検
証
や
不

足
内
容
を
検
討
し
て
い
る
か
。

答
第
5
次
総
合
計
画
と
の

整
合
性
や
計
画
を
推
進

し
て
い
く
上
で
必
要
な
条
例
。理

念
の
周
知
と
そ
れ
ぞ
れ
が
果
た

す
べ
き
役
割
が
、ど
の
程
度
の
効

果
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
に
つ

い
て
は
検
証
が
必
要
。社
会
変
化

の
時
代
背
景
や
地
域
を
取
り
巻

く
情
勢
、住
民
意
見
を
踏
ま
え
な

が
ら
条
例
の
あ
り
方
を
考
え
た

い
。問

外
国
人
へ
の
災
害
対
応

の
条
文
が
無
い
。そ
の
対

応
は
。

答
先
に
発
生
し
た
土
砂
災

害
に
お
い
て
外
国
人
の

避
難
者
が
い
た
。現
状
は
一
般
村

民
と
同
様
の
避
難
所
へ
の
受
入

れ
対
応
を
す
る
。外
国
人
観
光
客

は
白
馬
村
避
難
支
援
プ
ラ
ン
に

お
い
て
避
難
行
動
要
支
援
者
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、多
言
語
に

よ
る
情
報
提
供
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。外
国
人
を
受
入
れ

る
す
べ
て
の
事
業
者
に「
白
馬
村

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の
内
容
を
理

解
し
て
ほ
し
い
。今
後
、英
語
版

の「
観
光
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の

作
成
を
し
て
い
く
。ま
た
、「
白
馬

村
防
災
ア
プ
リ
」も
英
語
版
へ
の

シ
ス
テ
ム
改
修
を
し
て
い
く
。

問
外
国
人
か
ら
の
緊
急
通

報
や
防
犯
対
策
へ
の
対

応
は
。

答
緊
急
時
は
H
P
や
F
B

を
通
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
の
情
報
提
供
が
中
心
と

な
る
。ま
た
、国
の
災
害
時
情
報

提
供
ア
プ
リ「
セ
ー
フ
テ
ィ
・
チ
ッ

プ
ス
」の
利
用
を
宿
泊
業
者
へ
普

及
促
進
し
て
い
く
。防
犯
に
つ
い

て
は
、マ
ナ
ー
条
例
の
遵
守
と
啓

発
を
関
係
機
関
と
進
め
、犯
罪
や

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
活
動

を
し
て
い
く
。

問
外
国
人
定
住
者
の
区
へ

の
加
入
や
学
校
で
の
交

流
、村
で
の
暮
ら
し
方
に
関
わ
る

苦
情
の
窓
口
の
状
況
は
。

答
区
長
へ
の
聞
き
取
り
調

査
に
よ
り
、外
国
人
登
録

世
帯
は
3
9
1
世
帯
で
、
そ
の

内
、区
へ
の
加
入
は
98
世
帯
。加

入
率
は
25
％
。加
入
案
内
は
英
語

表
記
の
も
の
が
無
い
こ
と
か
ら

今
後
対
応
で
き
る
よ
う
に
進
め

る
。ま
た
、行
政
H
P
で
は
多
言

語
化
し
た
暮
ら
し
方
に
関
す
る

「
白
馬
村
多
文
化
支
援
サ
イ
ト
」

な
ど
利
用
す
る
よ
う
紹
介
し
て

い
る
。

問
村
で
の
外
国
人
登
録
の

簡
便
化
の
対
応
は
。

答
短
期
間
に
多
く
の
外
国

人
従
業
員
が
登
録
を
す

る
た
め
、窓
口
混
雑
の
軽
減
策
と

し
て
業
務
体
制
を
見
直
し
、転
入

手
続
き
は
予
約
制
と
し
、職
員
へ

負
荷
の
か
か
ら
な
い
様
に
対
応

し
て
い
る
。し
か
し
、現
状
は
著

し
い
変
動
の
転
入
数
で
対
応
に

苦
慮
し
て
い
る
。先
頃
、河
野
デ

ジ
タ
ル
担
当
大
臣
を
訪
問
し
、在

留
カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

連
携
や
外
国
人
の
転
入
者
数
の

多
い
自
治
体
の
状
況
を
説
明
し

要
望
書
を
直
接
手
渡
し
て
き
た
。

大
臣
も
課
題
と
内
容
を
理
解
し

て
く
れ
、今
後
の
改
善
が
期
待
で

き
る
方
向
に
あ
る
。

問
自
治
基
本
条
例
の
制
定

は
。

答
「
住
民
自
治
型
条
例
」と

し
て
、住
民
の
参
加
・
参

画
や
住
民
投
票
を
定
め
る
条
例

タ
イ
プ
を
目
標
と
し
、制
定
の
意

義
に
つ
い
て
は
住
民
自
治
の
仕

組
み
を
明
確
に
し
、そ
れ
を
住
民

と
共
有
し
、検
討
し
て
い
く
プ
ロ

セ
ス
を
通
じ
て
、将
来
の
白
馬
村

の
目
指
す
方
向
性
や
住
民
参
加

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、共
に
考
え

る
機
会
を
早
い
段
階
で
持
ち
、取

り
組
ん
で
行
き
た
い
。

答 大きな意義があり2年以内
に制定していく

問村には自治基本条例が
必要。策定しては

津滝	俊幸

多文化共生支援サイト
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【「
世
界
水
準
」
を
意
識
し
た

２
０
２
４
年
度
村
づ
く
り
予

算
】問

今
予
算
の
優
先
順
位
ト
ッ

プ
の
事
業
と
そ
の
理
由

は
。答

順
位
を
付
け
る
の
は
難

し
い
。暮
ら
す
上
で
の
基

本
要
素
で
あ
る「
福
祉
と
健
康
の

村
づ
く
り
」は
、最
上
位
。そ
の
事

業
を
充
実
さ
せ
る
財
源
が
必
要
。

財
源
確
保
に
つ
な
が
る
経
済
活

動
の
活
性
化
策
、ふ
る
さ
と
納
税
、

新
た
な
財
源
の
拡
充
事
業
も
高

い
。ま
た
、 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
等
の

環
境
施
策
は
、健
康
や
生
命
に
関

わ
る
重
要
な
事
業
と
考
え
る
。

問
公
共
交
通
事
業
を
さ
ら

に
便
利
に
す
る
に
は
、乗

降
所
を
増
設
す
べ
き
。定
時
定
路

線
の
場
合
は
、時
間
も
停
留
所
を

決
め
た
時
間
に
動
く
必
要
が
あ

る
が
、Ａ
Ｉ
の
場
合
は
、予
約
が

な
け
れ
ば
動
か
な
い
。予
約
で
動

い
て
目
的
地
へ
お
客
様
を
お
届

け
す
る
。だ
か
ら
、利
用
し
や
す

く
す
る
た
め
に
乗
降
所
を
近
く

に
設
置
す
る
べ
き
。ま
た
、子
ど

も
料
金
は
半
額
に
す
べ
き
で
は
。

答
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
で
言
え
ば
、今

は
プ
ラ
ン
・
計
画
の
段
階
。

４
月
か
ら
実
行
し
て
、チ
ェ
ッ
ク
、

評
価
、改
善
が
あ
る
。頂
い
た
意

見
や
利
用
状
況
を
見
て
改
善
す

る
。問

「
広
報
は
く
ば
」は
分
か

り
づ
ら
く
見
な
い
人
も

い
る
。ど
こ
の
自
治
体
も
運
行
す

る
時
は
、そ
れ
相
当
の
広
報
活
動

を
や
っ
て
い
る
。分
か
り
や
す
く
、

き
ち
ん
と
村
民
に
大
き
く
宣
伝

し
て
ほ
し
い
。

答
先
ず
は
、計
画
が
で
き
た

こ
と
を
広
報
し
た
。さ
ら

に
乗
り
方
、乗
降
場
所
も
含
め
た

チ
ラ
シ
も
作
り
、動
画
で
予
約
・

乗
り
方
等
も
周
知
し
た
い
。さ
ら

に
、地
区
の
総
会
、お
年
寄
り
の

集
ま
り
等
で
、職
員
が
実
際
に
出

向
い
て
周
知
を
図
り
た
い
。

問
事
業
に
対
し
て
の
優
先

順
位
が
あ
る
と
の
事
だ

が
、図
書
館
を
つ
く
る
事
は
未
来

投
資
と
し
て
真
剣
に
考
え
て
ほ

し
い
。そ
の
優
先
順
位
は
。

答
住
民
の
生
命
、財
産
に
関

わ
る
こ
と
が
第
一
位
だ

と
思
う
。
そ
れ
以
外
は
状
況
に

よ
っ
て
変
わ
る
。図
書
館
が
何
番

目
と
い
う
言
い
方
は
で
き
な
い
。

問
県
教
育
委
員
会
が
行
っ

た
学
校
徴
収
金
の
調
査

結
果
か
ら
、給
食
費
の
項
目
を
21

年
度
と
22
年
度
を
比
較
。池
田
町

は
８
︐８
３
０
円
の
減
少
。松
川

村
は
６
︐３
４
９
円
減
少
。小
谷

村
は
２
︐０
５
０
円
減
少
。し
か

し
、白
馬
村
は
６
４
１
円
増
加
。

村
が
、現
在
の
補
助
額
を
小
、中

学
生
と
も
1
食
に
付
き
、50
円
補

助
に
増
額
し
て
試
算
す
る
と
、合

計
４
３
８
万
円
。こ
の
額
で
、地

域
格
差
を
縮
小
で
き
る
が
、村
は

最
初
か
ら
拡
大
し
な
い
方
針

だ
っ
た
の
か
。

答
給
食
費
に
つ
い
て
は
、で

き
れ
ば
と
い
う
気
持
ち

は
変
わ
ら
な
い
が
、来
年
度
の
予

算
に
は
付
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

加藤	亮輔

答
今
は
計
画
の
段
階
。利
用
後
状
況

に
応
じ
て
改
善

問
ふ
れ
A
I
号
の
乗
降
場
所
、

80
ヶ
所
で
は
少
な
い

４月１日から村内を運行している新しい公共交通　『ふれＡＩ号』
運行時間は、8：00〜 17：00
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ト
ピ
ッ
ク
ス

本
会
議
場
傍
聴
席
へ
の
昇
降
機
を
設
置
し
て
い
ま
す
。足
が
不
自
由
な
方
で
も
傍
聴
可
能
で
す
。本
会
議
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。

図書館等複合施設建設の検討について、R3年度より基
本計画の見直しと建設に向けた財源確保についての検討
を行政側は行ってきました。その上で、子育て支援ルーム
西側を候補地とし、住民の意見を最大限に反映させた理
想的な複合施設の実現には、多額の事業費がかかること
が明らかになりました。残念ながら、本村の財政状況では
村単体での建設、運営が困難であるため、R4年度におい
て官民連携による建設と運営を検討してきましたが、企業
の参入を期待できる結果とはなりませんでした。
R5年度は事業規模を縮小した上で、引き続き官民連携
の可能性を探りましたが、最終的に合意を得られる企業は
なく、官民連携手法を断念。村が事業主体とならざるを得
ない結果となりました。
また、従来通り図書館複合施設として建設するには数億
円の一般財源の確保が必要と試算され、R13年度ごろから

は小学校施設整備にも多額の一般財源が必要なため、村
の貯金である基金を取崩して行うには課題が多く、財源確
保が難しい状況であることも判明しました。
議会側からも、検討に時間をかけ過ぎている本事業に
関して、耐用年数を大幅に過ぎている子育て支援施設の
建て替えを分離して考え、優先して取り組むべきとの意見
が多数出てきていました。行政側は、複数案で財政シミュ
レーションを行い、その結果、本村の財政状況から考えると、
子育て支援ルーム西側の用地を新たに取得した上で、子
育て支援施設を先行し建設した後、現在の建物を取り壊す。
R10年から運用開始を目指すスケジュールで進めていくと
結論を出しました。よって図書館は、住民の希望する充実
した施設となるためにも十分な財源を確保する必要があ
ることから、先送りせざるを得ない結果となりました。

長期間にわたり議員の職務が果たせない場合において、議員報酬を減額することを定めたものです。出産の産前産後
などの除外規定も定めています。

図書館等複合施設は老朽化が進む子育て支援施設を
先行整備する方針へ

議員が長期欠席した場合における報酬等の
特例に関する条例を制定しました。

新事務局体制近隣自治体の
「議会だより」が閲覧可能に

特別
解説

マチを好きになるアプリ

85-0725（直通） 72-7001（ファックス）

スマホアプリで白馬議会だより配信中！

お気軽に！ご意見をお寄せください！　　gikai@vill.hakuba.lg.jp

R5年度議長交際費
HPに掲載しています

今年度より書記を務
める吉沢です。
真心込めたサポート
に努めて参ります。

最新版から過去発行の
ものも含め、役場3階の
議会事務局前の図書棚
に納めています。

局長：下川浩毅（留任）
主査：吉沢美穂（着任）
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148号
3月定例会号

新たに村の文化財指定された田頭の枝垂れ桜
photo:堀之内地区
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あ

と

が

き

夢、私たちに。

わたしのひとこと

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）
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2
月
終
わ
り
頃
、「
ス
ー
パ
ー
エ

ル
ニ
ー
ニ
ョ
が
弱
ま
っ
て
き
た
」と

テ
レ
ビ
の
天
気
予
報
か
ら
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
で
も
雪
は
期
待
で

き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、3

月
に
は
結
構
な
積
雪
に
な
り
ま
し

た
。
4
月
に
入
り
車
の
タ
イ
ヤ
を

履
き
替
え
よ
う
と
考
え
て
い
た
と

こ
ろ
、1
日
に
は
八
方
尾
根
の
リ
ー

ゼ
ン
で
雪
が
降
り
ま
し
た
。
4
月

に
入
っ
て
雪
が
降
る
の
も
異
常
気

象
な
の
か
、正
常
な
の
か
困
惑
し
ま

す
ね
。

新
型
コ
ロ
ナ
や
各
地
の
戦
争

で
か
き
消
さ
れ
そ
う
で
し
た
が
、

2
0
3
0
年
ま
で
に
2
0
1
0
年

比
で
60
%
以
上
の
温
室
効
果
ガ
ス

を
抑
え
な
け
れ
ば
地
球
は
元
に
戻

れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
改

め
て
気
候
変
動
対
策
に
目
を
向
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
切
久
保
達
也
）
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伸
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菜の花 郷土を知ろう 消防団長を務めて

菜の花の季節が始まりました。寒
い地域で冬に育つ野菜は甘くて冬の
身体にはとっても嬉しい味ですが、
少し暖かくなったこの頃に出てくる
菜の花の苦味が本当に大好きです。
いつもスキーができる冬が一番の
楽しみで、ここに暮らしていると頭
では思っているけれど、菜の花を食
べると「この季節を待っていた！」と
全身が喜ぶのを感じます。
私は白馬周辺のオーガニック野菜
の直売所「えいようフーズ」を去年の
7月にオープンしました。オーガニッ
クで野菜を作られている方ならば農
家さんでも家庭菜園の方でも出荷を
していただけます。
4月に入った今は並んでいるお野
菜のほとんどが菜の花です。白菜、
野沢菜、山東菜、からし菜、ブロッコ
リー、キャベツ、カブ…あらゆるアブ
ラナ科の野菜の菜の花が並びます。
ちょっとずつ違うその味、楽しんで
もらえたら嬉しいです。

長年時間に追われ、慌ただしい毎
日の生活から離れて見ると、四季
折々、日々刻々と景色が変わってい
く様は、味わい深く、そして贅沢なも
のだとしみじみ感じ入っています。
この半世紀程の間、わずかばかり
の農林業を主体として細々と生活を
してきた寒村が「山とスキー」の地と
してにわかに全国デビューを果たし、
今では世界的な地名度を得るまでに
なりました。
大きく変わってきた白馬村ですが

「意外と知らない地元の事」ってあり
ませんか？
はるか昔から人々が生きてきた歴
史や文化に触れる機会や知る機会を
得ることで物の見方が変わり、深い
理解ができるような気がします。
将来、新しい図書館の建設計画が
進行し、歴史資料や文化資料の保存・
公開がされることで、多くの村民が
見聞を広げられることを望みます。

令和6年4月1日をもって、消防団長
の任を降り、28年間務めた消防団を
退団となりました。統括分団長から
6年間、消防団の幹部を務めている中
で、新型コロナウイルスとの付き合
い方と団員の処遇改善という難題が
ありました。
消防団の活動も軒並み自粛を余儀
なくされる中で、災害発生時には自
粛などおかまいなしの活動が求めら
れます。感染拡大防止と消防力の維
持を両立していく事には大変苦慮し
ました。
また、自粛後の操法訓練のあり方
についても処遇改善を考慮しながら
の運営となりました。今まで当たり
前の事が当たり前でなくなった時、
様々な人達に助けられ、勇気付けら
れて乗り切って来られました。いろ
んな思いを抱きながらそれぞれの地
区の団員達は頑張っています。今後
も慈愛に満ちた叱咤激励をお願い致
します。
ありがとうございました。

瑞穂　栗田　萌瑛 八方口　松沢　佐智夫 深空　武田　望


